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序

日本 卜/ネル技術協会は,その設立 5周年事業の一つ として ｢日本 におけ る トンネル工事 の現況 ｣

の新版 の編 さんを計画 し,その作業を当国際委員会 に委任 した｡委員各位 の骨身を惜 しまぬ御協力に

よって, こ 忙ゝ本書の完成を見,国内国外多数の皆さんにお渡 しできること按, 私の最も喜びとするところである｡

｢日本 におけ る 卜/ネル工事 の現況｣の初版が出版 されたのは,当 日本 トンネル技術協会が設立 さ

れた直後 の 1975年 で,同年 5月西独 ミュン- ンで開催 された国際 トンネル協会の第 1回総会 に臨ん

で諸外国 に先ず 日本の トンネルの実情 に理解を求 め るべ く急拠編 さんされた ものであった ｡始 めての

日本の トンネルの総覧 として,国内での トンネノレ情報の交換 と海外へ わが国の 卜/ネル活動の紹介 の

ために果 した役割は大 きい ものがあ り,今 日国際 トンネル協会 においてわが国が一 目置かれ る地位 を

築 く端緒を作 った と云えよ う｡ しか し爾来 5年 を閲 した今 日で見れば, 内容 とい ゝ体裁 といい,必 ら

ず Lも十分かつ洗練 された もの とは言い難い点がある｡

この 5年間を振 り返 ってみ ると,わが国の トンネル工事や トンネル技術, また これ らを取 り巻 く環

境 には大 きな変化 と向上が見 られ る｡ トンネル工事 の数や量の うえでち,次 々と新 らしい トンネル フ

ロジェク トが始め られて,わが国 を して世界屈指の トンネノレ大国の地位 を保 た しめ ると共 に,用途の

拡大や技術的 に見た質の向上 に著 しい ものがあった｡/｣＼断面 シール ドの多用や,岩盤力学 の導入 に よ

る ト/ネル力学 と工法の進歩な どほその-例 であろ う｡ また トンネル技術を含むわが国の建設技術 が,

海外の工事や コンサルテ ィングに進 出し,すでに相当の成果 が見 られ るよ うになってい るのである｡

この よ うな 5年 間の変化 と向上 を取 b入れ, かっは今後の この書の活用 され る場 を考え ると,新版

の製作は単な る旧版 の焼 き直 しでは済 まな くな り,各部門にわた b全 く新 らしい執筆をお願いせ ざる

を得 な くなって,面 目一新の新版が生れた次第 であ る｡

こ ゝで改めて感 じられ ることは,先 にも述べた トンネルを取 り巻 く環境 の変化 と向上のため に果 た

した国際 トンネノレ協会 とこの 日本の代表機関である トンネル技術協会 の役割 りの大 きさである.元来,

トンネルは利用分野 によって道路,鉄道,電力,濯瀧,上下 水道等 々に分 かれてお り,関係す る人 の

立場 も学者,発注者,施工者, コンサルタン ト,器材 メーカー等 多様 な ものがあ る｡ この よ うな広範

な分散 を持つ人 々が, トンネル技術 の向上発展 とい う名の もとに一堂 に会せ しめ得 るよ うにな ったの

は 日本 トンネル技術協会の活動 に依 るところ甚だ大 きい ものがあ る｡ ともすれば各地 の トンネル経験

はその場限 bで埋れ易 く, また新たな研究はお互い に伝達 され難い ものであるのが通例であるが,経

験や研究が協会 の会合を通 じ機 関誌 を通 じて直結 され, さらには同一協会 に属す る誼みによって伝達

交流す ることの効用 の大 きさは計 りしれぬ ものがあ る｡ また世界各国 の加盟す る国際 トンネル協会 の

効用は地球上 の至 る所 に トンネルの盟友 を作 ることに大 きな力 とな り,相互 に稗益 しあ うところ誠 に

大 きい｡本書の新旧版 を対比す る時,万人がその紙上や紙背 にこれ ら協会活動 の効果 の反映を読み取

b得 るのではなかろ うか.

本書が国内国外 の多 くの方々に読 まれ,知識 と友情 の向上 に寄与 し,ひいては 日本 トンネル協会 と

国際 トンネル協会 の発展 に資す ことにな ることを心から願 ってや まない｡

｢日本 における トンネル工事 の現況｣ 編集委員長

吉 村 恒
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